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平成 20 年 5 月 7 日 

【今回お知らせする内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 給水ポンプは、原子炉に水を送り込むためのポンプで、通常運転時に使用するタービン駆動
給水ポンプ（原子炉で発生した蒸気を用いて駆動させるタイプのポンプ）と、原子炉起動時等に
使用する電動機（モータ）駆動給水ポンプがあります。タービン駆動および電動機駆動ともに、
（Ａ）、（Ｂ）の２系統あります。 

※２ 片締めは、パッキンが均一に締め付けられていない状態をいいます。 
※３ 高温・高圧の環境下で使用する配管のフランジ部で漏えいが発生した場合、内部の水が蒸気

となって大気中に放出されるため、経路となった部分が削られる場合があります。 

【平成２０年２月１２日にお知らせした内容】 

 

 

 

 

 

 

※４ タービン駆動給水ポンプ入口配管内の流体は、通常運転時で約１７０℃の高温・高圧水ですが、
配管外（大気圧）に出ると、瞬間的に蒸気になります。今回の漏えい確認時に認められた蒸気は、
極わずかな水のにじみが、蒸気に変化したものです。なお、事象発見時に滴下していた水は、
周囲の保温材の中で蒸気が凝縮したものです。 

 

【平成２０年２月８日にお知らせした内容】 

 

 

 

 

浜岡原子力発電所４号機 給水ポンプ入口配管フランジ部の点検について（続報）

 
点検について 

明日（２月９日）より、漏えいの確認されたフランジ部付近の点検を開始します。 
点検結果については、あらためてお知らせいたします。 
なお、この点検に伴い、タービン駆動給水ポンプ（Ｂ）と電動機駆動給水ポンプの切

り替え操作を行うことから、点検前後に発電機の出力が７５％程度まで低下します。

 
 

点検結果 
について 

２月９日に点検をしました。当該フランジ部の保温材を取り外し、フランジのボルト
の増し締めを行い、水の滴下は止まりました。 

その後、漏えい確認を行った結果、フランジ部から極わずかな蒸気の漏れ（※４）
が認められました。 

この結果から、タービン駆動給水ポンプ（Ｂ）は、引き続き停止状態とし、別途、対策
を検討することとしました。 

対策内容がまとまり次第、あらためてお知らせいたします。 

 
 

平成２０年２月７日、定格熱出力一定運転中の４号機（沸騰水型、定格電気出力１１
３．７万キロワット）で、タービン駆動給水ポンプ（Ｂ）（※１）入口配管のフランジ部付
近から水の滴下が確認されたため、４月２７日に原子炉を停止し、当該フランジ部な
らびに類似箇所の点検を行いました。 

（原子炉の停止については平成２０年４月２５日お知らせ済み）

原因は、フランジ部を締め付ける際に、パッキンの片締め（※２）が生じたことで
僅かに傾いた状態で取り付けられ、その後の使用に伴い隙間が生じ、漏えいが発
生したと推定しています。 

再発防止対策として、パッキンの取り替えを行う場合は、パッキンに片締めが生じ
ていないことの確認を手順に反映しました。 

当該フランジについては、点検の結果、漏えい発生に伴う浸食（※３）を確認した
ことから、浸食を除去し、パッキンを新品に取り替えました。 

また、類似箇所として点検およびパッキンの取り替えを実施したタービン駆動給
水ポンプ（Ａ）の入口配管フランジ部、ならびに電動機駆動給水ポンプ（Ａ）および
（Ｂ）の入口配管フランジ部については、異状は確認されませんでした。 

（平成２０年５月２日お知らせ済み）

点検終了後、５月３日に原子炉を起動し、５月５日に発電を再開しました。 

点検を実施したフランジについては、５月６日に通常運転状態で漏えい確認を行
い、異状のないことを確認しました。

対応状況 

http://www.chuden.co.jp/corpo/publicity/press/ac_press/1178409_1034.html�
http://www.chuden.co.jp/corpo/publicity/press/ac_press/1178867_1034.html�
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【平成２０年２月７日にお知らせした内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

発生年月日 

 
 
 
 
 

平成２０年２月７日 

発生号機 ４号機（定格熱出力一定運転中） 
 ：沸騰水型、定格電気出力１１３．７万キロワット 

お知らせ基準 運転情報 「表２－１ 原子炉の運転中に運転に関連する主要な機器の軽度な故障が

あったとき。」に該当します。 

発生時の状況 

 本事象による外部への放射能の影響はありません。 放射能の影響 

午前９時４０分頃、巡視中の当社社員がタービン建屋地下１階の給水ポンプ駆動タ
ービン排気管室（放射線管理区域内）の床面で水たまり（約３０ｃｃ）を発見しました。水
たまりの水を分析した結果、放射能は検出されませんでした。 

その後、現場確認により、同室内にあるタービン駆動給水ポンプ（Ｂ）入口配管の
フランジ部付近から滴下していることが分かりました。滴下は現在も継続（１滴／６秒
間）しており、水は床面に滴らせないため容器で受けるように処置しました。 

今後、準備が整い次第、フランジ部を覆っている保温材を取り外して、点検を実施
する予定です。点検にあたっては、作業安全の観点から、運転中のタービン駆動給
水ポンプ（Ｂ）を停止し、必要な隔離措置を行ったうえで実施します。 

なお、タービン駆動給水ポンプ（Ｂ）の停止にあたっては、電動機駆動給水ポンプ
を起動し、切り替えを行います。これらの操作は、手順に従い、発電機出力を下げた
状態で実施する予定です。 

点検結果等については、あらためてお知らせいたします。 

http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/pdf/info_unten_02.pdf�


 

 

４号機 給水ポンプ入口配管フランジ部の点検結果について 

保温材 配管 

フランジ 
（配管接続部） 

タービン駆動 
給水ポンプへ 

低圧給水 
加熱器より 

点検結果 フランジ 
（配管接続部） 

フランジ 
 

パッキン 

ボルト 

パッキン 

フランジ 
 

浸食 ナット ナット 

 点検の結果、フランジのシ
ート面（パッキンと接触する
面）に、漏えいに伴う浸食（深
さ０．６８mm）が確認されまし
た。 

このためシート面を１mm 削
って浸食を除去した後に、パ
ッキンを取り替え、フランジ部
を復旧しました。 

漏えいの原因は、フランジ
とパッキンに片締めが生じ、
傾いた状態で取り付けられた
ため、徐々に隙間が生じ、漏
えいに至ったものと推定して
います。 

 

浸食除去前 
浸食 

深さ：0.68mm(最大) 
幅 ：3～4mm  長さ：約 3cm 

スペーサ（※） 

水の流れ 

スペーサ 

パッキン 

フランジ部の断面図 

フランジ 
 

フランジ 
 

浸食除去後 

タービン駆動 
給水ポンプ（Ａ） 

Ｐ 

Ｐ 

原子炉 

Ｐ 

Ｐ 電動機駆動 
給水ポンプ（Ｂ）（予備機） 

タービン駆動 
給水ポンプ（Ｂ） 低圧給水 

加熱器 

復水器 

タービン 

電動機駆動 
給水ポンプ（Ａ）（予備機） 

水の滴下が 
確認された箇所 

点検箇所 

：開いている弁 

：閉じている弁 

○左図は、フランジ部から
の漏えいに伴い、タービ
ン駆動給水ポンプ（Ｂ）
を停止した状態を示して
います。 

漏えい 

浸食 

※スペーサは、間隔のある２つの部品を結合するときに、間隔を埋めるために挟み込む薄板です。 
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